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高齢化社会の進展に伴う消費者ニーズ（安心安全、機能性、事故防止）に応え
るため、身体機能（咀嚼･嚥下等）の低下する高齢者や障害者を対象にした食品
（形状、硬さ、機能）の開発が求められています。
そこで、製品開発法の一つであるユーザー参加型の研究手法を用いて、ユニバ
ーサルデザインに配慮した食品を開発するためのニーズ調査を実施しました。

ニーズ調査をもとに高齢者、障害者のＱＯＬ(Quality Of Life)を目標とした
やさしい食品を開発します。
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食の現状調査

おいしさの要素調査

おいしさの多様性に関する調査

高齢者等の問題意識に関する調査


